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■安全な作成ポイント
・毛糸は、肌触りのよいもので並

太以上。色は明るい色、または

コントラストがはっきりする配

色で。

・本体の筒幅は18㌢以下に編む

（マフを頭に被る事故を防

ぐ）。

・本体は固めに編む（網目に指を

入れて抜けなくなる事故を防

ぐ）。

・アクセサリーは、皮膚を傷つけ

るような尖（とが）った素材は

避け、しっかり固定する。

【作り方】

１．本体を編む

①毛糸によって網目の長さが異なる

ので、鎖編みを36㌢くらいになる

まで編む。糸端は５㌢くらい残

す。

②立ち上がりの鎖を３目編み、長編

みを１段編んだら、立ち上がりの

鎖の頭と最後の目を、引き抜き編

みでつないで輪にする。①の糸端

を１段目の足とつなぐ。

③２段目の立ち上がりの鎖を３目編

み、長編みをし、30㌢くらいにな

るまで編む。

④最後の段の最後の目を引き抜き編

みしたら、糸を切って目から抜

き、裏側で始末する。

２．アクセサリーをつくる

■ネジネジ

作りたい長さの鎖を編み、半目を

拾って細編み１目、細編み３目編み

入れる、を繰り返す。

■かんたんドーナツ

①作りたい大きさの鎖編みをつく

り、引き抜き編みでつないで輪に

する。

②立ち上がり１目で細編みで鎖の輪

を編みくるみ、

最初の目に引き

抜き編みでつな

ぐ。

③好みの大きさに

なるまで②をく

りかえす。

３．本体の内側、外側に、

アクセサリーをつける
アクセサリーはマフの本体からと

れないようにしっかり縫いつける。

使用する人がわかる場合は、本人の

希望や好みにあわせて作成してみま

しょう。

「認知症マフ」は、認知症の人の

落ち着かない手を穏やかに温かく保

ち、触覚や視覚を用いたケアで心身

の緊張を解きほぐすニット製品で

す。筒状で両端から手を入れられる

デザインで、柔らかくカラフルなの

が特徴です。筒の中や外に、握って

安心できるようなアクセサリーを固

定します。かぎ針編みを紹介します

が、棒針編みや指編みなど、自分の

得意な編み方でどうぞ。

【材料・道具】

・かぎ針（８～10号）

・毛糸（並太から極太）

・アクセサリー（毛糸で編んだも

の、服のボタン、リボン、あみぐ

るみなど）

・針と糸（アクセサリー縫いつけ

用）

◆認知症マフとは 認知症の人が手

を入れて触れることで気持ちを落ち着

かせたり、コミュニケーションツール

として利用したりできる防寒具。イギ

リスでは病院や高齢者施設で認知症の

ケアに活用されている。本人にゆかり

のあるものや、好きなものなどを飾る

ことで、愛着を持ちやすくなる。日本

でも普及の動きがあり、「編むことで作

る側もリラックスする」と、マフ作り

が広がりつつある。

つくってみよう

〝認知症
新婦人神奈川・金沢支部

本紙2024年11月16日号のホットラインで掲載した神奈川・金沢

支部「認知症マフ」。読者からの「作ってみたい」の声にこたえ

て、作り方を紹介します。
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